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主な学校行事

令和5年度全国学力・学習状況調査

教育目標
「人間性豊かな子どもの育成」

重点目標
●安全・安心な教育の推進
●児童一人一人の実態把握と学習形態を工夫した学力の向上
● ICTを活用した教育の推進
●「いのち」を大切にした人権教育・道徳教育の充実
●組織的対応による規範意識の醸成と生活・学習規律の確立
●働き方改革の推進と教育環境の充実
●チーム巽南としての学校力の向上

めざす子ども像
●よく考える子
●思いやりのある子
●力いっぱいやりぬく子

谷野　智史
〒544－0015 大阪市生野区巽南２－10－７
06－6757－9174
06－6757－6061
https://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e671497
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入学式　始業式対面式　学習参観
校外学習　体力テスト
子どもフェスティバル
期末個人懇談会　終業式　林間学習(５年)
始業式
土曜参観
運動会　校外学習　修学旅行
創立記念日　学習発表会（作品展）
期末個人懇談会　終業式
始業式
卒業生を祝う会　土曜参観
卒業式　修了式

平均正答率については、国語科は68.0％で、大阪市の67.0％よりも1.0ポイ
ント高かった。算数科は65.0％で、大阪市の62.0％よりも3.0ポイント高かった。
平均無答率については、国語科は1.9％で、大阪市の3.5％よりも1.6ポイント
低かった。算数科は1.4％で、大阪市の3.1％よりも1.7ポイント低かった。
正答率については、国語科では短答式問題と記述式問題、算数科では記述式
問題の正答率が低く、両教科共に、記述式問題において正答率が低い傾向がみ
られた。

●学力の基礎・基本となる「読み取る力」の育成を図るために、児童が読み
取ったことを整理し、それを基に意味や根拠を加えながら筋道を立てて記
述したり、説明したりする力を育む。

●学校力ＵＰベース事業（サポーターの活用等）を通して、デジタルドリルや
学習教材データ配信を活用して児童１人１人のつまずきを把握し、基礎的
基本的な知識や技能を確実に身に付けることができるようにする。

●１人１台端末やデジタル教科書、ＩＣＴ機器やデジタルコンテンツ等を積極的
に活用して、児童が互いの意見を交流し、学習により主体的に取り組むこ
とができるような授業を展開する。

●高学年での教科担任制の導入と個に応じた支援を積極的に進めて、よりき
め細かな指導を推進していく。

令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

●平均値について
　・男子　全国、市平均ともに8項目中１項目のみ上回った
　・女子　全国、市平均を８項目中２項目上回った

●体力合計点について
　・男女ともに平均値が低い児童の割合が高い

●質問項目「運動やスポーツをすることは好きですか」の回答状況
　・男子　肯定的意見が約９割　　　・女子　肯定的意見が約８割

●一週間の総運動時間が６０分未満の児童の割合
　・男子　１割　　　　　　　　　　・女子　約２割

児童にとって魅力のある体育科の学習を実践できるように取り組んでおり、体
育倉庫・運動会倉庫を整理整頓したり新しい教具を購入したりするなどの環境整
備を行うなどのほか、学校全体としてなわとび週間や休み時間の講堂開放を行う
など運動機会の増加に努めた。その成果もあり、体育科学習の取り組みや外遊び
に関する意識調査において、肯定的に意見する児童の割合が高かった。
一方、体力合計点が低い児童の割合が高く、各項目の全国・市平均値を下回っ

ている項目が多い。運動を苦手に感じている児童も進んで取り組み、一人ひとり
が「わかる」「できる」と感じることができる授業を実践する必要がある。そうする
ことで、体育科の授業以外の時間でも運動に親しむ児童を育てることができると
考えている。

「特色ある学習活動」　および　「家庭・地域等との連携」

芝生や池、メダカや小鳥などの自然豊かな環境とふれあう体験を通して「い
のち」に気づかせ、自然を大切にする心を養います。また、「いじめ」のない
支え合う集団の育成をします。児童相互、教職員と児童のふれあいを深め、
児童の実態を正しく把握し、効果的な指導を行います。

登下校の交通安全指導、たつなんフェスタなど、児童の安全を見守っ
てくださったり、子どもたちの笑顔のためにいろいろな企画を考えてくだ
さったりします。

登下校の見守り隊をはじめ、はぐくみネットのおそうじティーチャー、
ふれあいフェスタ、大規模災害想定訓練など、様々な組織・団体によ
る多種多様な取り組みによって、子ども達の健全育成に協力していた
だいています。

週１回、児童集会で縦割り班によるゲームを実施しています。また、通
年の集団登校も実施しています。高学年は、学校のリーダーとして、自己
有用感（誰かの役に立てたという成就感や誰かから必要とされているとい
う満足感）を育みます。低・中学年は、高学年のしてくれたことに感謝し、
自分もあんな高学年になりたいと憧れの気持ちをもつことが成長につな
がっていきます。

主体的に調べたり、考えたり、まとめたりする活動を通じて、深い学び
を実現するために、ＩＣＴ機器を活用した指導を行っています。大型ディスプ
レイで映像資料を見たり、デジタル教科書を使ったりすることで、視覚的
に分かりやすい授業を実践しています。
高学年ではＩＣＴ機器を活用して、プレゼンをする授業も行っています。

まだＩＣＴスキルが不十分な低学年に対しては、高学年がタブレットＰＣの
基本操作を教える交流学習を行っています。

校長先生のメッセージ

　本校は、昭和47年の創立以来、巽南地域の皆様の深い愛情に育まれ発展してきました。令和6年5月1日現在、278名の児童が学習規律の確立
された中、落ち着いた環境のもとで、伸び伸びと学校生活を送っています。授業や行事に真摯に向き合い、仲間を大切にし、日々、児童の笑顔があ
ふれる学校です。地域も見守り活動を通して児童の安全安心を支えてくれています。「人間性豊かな子どもの育成」をめざし、地域・保護者・学校が
一体となって教育活動を推進しています。

運営に関する計画

　大阪市教育振興基本計画の基本理念に基づいて、
「人間性豊かな子どもの育成」を目標に、
「よく考える子　思いやりのある子　力いっぱいやりぬく子」を
めざす子ども像とする

【安全・安心な教育の推進】
●小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があって
もいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう
思う」と回答する児童の割合を８６％以上にする。

●小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思います
か」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８６％以上にする。

●令和６年度末の児童アンケートにおける「友だちの気持ちを考え、
友だちを大切にしている」の項目について、「とてもそう思う」と
回答する児童の割合を７７％以上にする。
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【未来を切り拓く学力・体力の向上】
●小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活
動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて
いますか」に対して、最も肯定的な「当てはまる」と回答する児
童の割合を４２％以上にする。

●令和６年度末の児童アンケートにおける「体育の時間は、進んで
運動をしている」の項目について、「とてもそう思う」と回答する
児童の割合を７５％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
●授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日
数が、年間授業日の６０％以上にする。

●年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を、９０％以上
にする。


